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岩手・豊間根長内におけるヤツガシラの巣立ちと残巣雛の死について

藤井忠志’

１．はじめに

ヤツガシラUbz4paepopsは日本全国いたるところで目撃されているが，繁殖に関しての記録は

非常に少ない．本州では，1982年に長野県南佐久郡ではじめて繁殖が記録され，ここではそれ以後５

年間続けて合計８回の繁殖を試みている（中村・柏木1991)．これ以外には1986年に岩手県田野畑村

で記録されているだけである．著者は，岩手県下閉伊郡豊間根長内地区の一農家で繁殖したヤツガシ

ラの巣立ちと巣立ち後の巣内部を確認できたのでここに報告する．巣穴としては83年前に建てられた

旧牛舎の柱と柱のあいだの長方形状のすきまを使い，巣材は牛用に積まれたワラを利用していた．ま

た営巣した旧牛舎の外板はいわゆる黄土色であり，これは本種の背面を除いた羽毛と非常に類似して

おり天敵から身を守るための防衛本能がなせる技？と推測している．これは前述した長野県と岩手県

田野畑村での営巣環境とも類似している．

２．巣立ちの状況

筆者が本種の繁殖情報を得てかけつけたのは６月19日午後５時30分で，そのときに巣口から顔を出

していたヒナは１羽であった．６月15日午前５時40分には最初のヒナが巣立ち（佐々木弘私信)，そ

のシーンが６月17日地元新聞社の夕刊をカラー版で飾ったり，テレビで放映されたことから，連日マ

スコミ陣やバードウォッチャーが日本全国からおしかけ，長内地区はちょっとしたヤツガシラフィー

バーとなっていた．そして，６月18日には地元のテレビ局カメラマンが，午前７時～８時のあいだに

巣穴から顔をのぞかせた２羽のヒナを確認していた．６月19日には巣口のヒナが１羽になっていたこ

とから判断して，前日確認された２羽のうち１羽はその日の未明に巣立ったと思っていた．しかし，

それは誰ひとり確認していなかった．私の確認したヒナの巣立ちは以下のようなものであった．

６月20日快晴．午前４時27分に親鳥がこの日はじめて現れ，母家のかわら屋根でこちらの様子をう

かがう．親鳥は４時28分，巣口に飛来したがヒナは顔を出さず，４時29分，再飛来し巣口で中をうか

がったが，ヒナが反応しないために巣穴前の柱にとまった．４時33分，ヒナはこの日はじめて巣口か

ら顔を出す．４時34分，親鳥は巣口に飛来したが給餌せず，４時36分，４７分に再度飛来したがやはり

給餌しなかった．４時50分にこの日はじめて給餌され，５２分にはもう一方の親により給餌が行なわれ

た．これ以降，ヒナは巣口に顔をのぞかせ，外の様子をうかがっていたが，５時33分チーッと２度ほ

ど鳴いた．そして，５時46分チーッと鳴き，４７分には親の姿をみて激しいチーッチーッ音を発し，い

きなり巣立ちした．なお給餌の際の餌は，ミミズとカエルであった．

３．死亡していたヒナ

６月20日，午前５時47分に最後であるはずのヒナが巣立ったにもかかわらず，親は６時23分，７時

14分，２１分，２８分，３４分に餌を運んできた．しかしながら巣内部からは何の反応もなく，親は巣口で

すぐ飛去したりＵターンしたりをくり返すばかりであった．そしてこの日は，８時05分を最後に姿を
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現さなくなった．そして，２１日にはヒナを２羽連れた合計３羽のヤツガシラ親子が，営巣初期からよ

く採食におとずれていた嶋田地区の畑（営巣地から約500ｍ）で目撃された．さらに22日には親が日

中２度給餌におとずれていることから，筆者は巣内部にヒナが残されているものと推定した．そこで

家主にお願いし，２５日巣内部を確認していただいたところ，２羽のヒナが死んでいるとの情報を受け

た．翌日，午前６時00分におとずれ，巣内部を確認すると，３羽のヒナが産座から１ｍ内外のワラの

上で死んでいるのがわかった．３羽とも外傷など，特別みうけられなかった．１羽はウジがわき，か

なり腐敗が進んでいたが，ほかの２羽は比較的最近死亡したものであった．羽毛の状態から察すると，

巣立ち前の育雛後期のものであり，１週間前後に死亡したものと推定された．１週間と言えばマスコ

ミがさかんに押しかけ，巣周辺で陣どっていたころである．巣立ち前で親の餌減らしは確かに行なわ

れるが，巣立ちできないヒナは親からの給餌がなされなければ万事休すである．今回死亡した３羽の

ヒナは，巣立ち前後の雨という悪天候もさることながらマスコミやその他人的悪影響により親鳥の給

餌が妨害され，巣立ちに至らなかったと結論づけられる．
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